
事業評価票（情報システム関係予算）　

27 港湾工事積算システム（港湾局港湾整備部） 運 用 開 始 平成 10 年度

システム概要
・本システムは、積算業務の正確性向上と事務作業の省略化を図ることを目的として、ＴＡＩＭ
　Ｓ端末にて港湾局発注の工事、委託の設計書を作成するシステムである。

課題・問題点

・土質調査は、発注時に土壌の構成（砂、粘土、岩等）を想定で発注するため、実績確定後に変
  更設計を行う必要がある。しかし、現行システムでは委託の変更設計に対応しておらず、エク
  セルでの設計書作成のため、作業量が膨大となっている。
・平成25年度以降、契約後に新労務単価を適用する「特例措置対応」が必要となったものの、現
  行システムでは対応していない。

見 積 概 要
（局評価）

・本システムに関する経費として、パッケージソフトを東京都港湾局仕様にカスタマイズするた
　めの「東京都仕様化（機能改善）」、基準・単価データの更新や問い合わせ等に対応するため
　の「システムオペレーション（維持管理）」、サーバ等の必要な機器をリースするための「機
　器賃借」を計上する。
・このうち機能改善について、上記の問題点を解決するため、平成28年度は、土質調査の変更設
　計及び特例措置対応に係る積算業務をシステム上で行えるよう改修する。

【平成28年度見積事項】運用経費、維持管理経費、機器賃借経費、システム機能改善経費

28年度見積額 27年度予算額 26年度決算額39

行政改革推進部
評　　　価 見送り

・システム運用経費及び機器賃借経費については、実績を踏ま
  え精査されており、妥当である。
・機能改善に係る経費については、必要性が認められるととも
　に、精査されており、妥当である。

妥当 見直し

財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。

妥当 見直し

見送り その他

28 東京都財務会計システム（会計管理局管理部） 運 用 開 始 平成 18

28年度所要額

妥当 見直し

システム概要
・予算計数情報システム等との連携により、予算の執行管理や納入済通知書の発行を行うととも
  に、複式情報を自動的に蓄積して財務諸表を作成するなど、会計情報を一元的に管理し予算執
　行及び決算調整事務を支援するシステムである。

課題・問題点
・クライアント端末の環境が変更になることに伴い、ＯＳ等のアップデート対応作業が必要であ
　る。

見 積 概 要
（局評価）

・東京都財務会計システムの安全性・信頼性を引き続き確保するため、クライアント端末ＯＳ等
  のアップデート対応のための経費及びシステムの運用に係る所要経費を計上する。

【平成28年度見積事項】業務運用経費、データセンタ運用経費、仕様改善経費等

28年度見積額

見送り

行政改革推進部
評　　　価

・クライアント端末ＯＳ等のアップデート対応経費は、システ
　ムの安定運用に資するものであり、必要性は認められる。
・システムの運用経費の見積りは実績を踏まえており、妥当で
　ある。

27年度予算額 26年度決算額

妥当 見直し 見送り

514 百万円

財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。 その他
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